
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツリーハウスの階段上部に看板を取付けました。

先日、準備した看板（根曲がりのスギ）に森で集

めた小枝を使い、「ＷＥＬＣＯＭＥ 森ノ楽校」 

の文字。（「の」は難しかったのでカタカナになっ

たのはご愛敬!?） 

家に表札が付いた 

ようで、一層愛着 

が湧いてきました。 

ということで、 

恒例の記念撮影！ 

●次回の活動は 7月 7日（土）、その次は 7月 21 日〈土〉です。 

６月 30 日（土）曇り時々晴れ 看板取付け、杉の皮むき 

あらかじめ、

長めに残して

おいた、階段

の支柱に切り

込みを入れ、

看板を取付け

ました。 

「ＷＥＬＣＯＭＥ 森の楽校」看板完成!! 

 

みちのく公園 里山地区 

森の楽校だより 

2012 年 6 月 30 日発行 

 みちのく公園里山地区は、雑木林に

おおわれた森のエリアです。人と自然

のかかわりや、生物多様性について学

び体験できる里山として、平成 26 年

に開園を予定しています。 

 市民が身近な自然に親しみ、里山活動に気軽に参加する機会を

設けるため、昨年度に引き続き、「みちのく森の楽校」を開催し

ます。「森の楽校」では、森に係るさまざまな活動を楽しみなが

ら、これからの里山と人のかかわりを築いていきます。 

 平成 24 年度は活動の拠点となるツリーハウスづくりを中心に

ビューポイントや園路づくり、施設づくりなど活動の場を広げて

いきます。 

里山地区

VOL.６ 

森の楽校とは？ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動の実施について TEL090-4393-2312   ●公園の管理について 0224-84-5991 
●連絡事項 TEL090-4393-2312   Mobil mail:kyoseien1@docomo.ne.jp  PC mail:itagaki@m-fuukei.jp 

手摺の仕上げ＆階段づくり 

植物（樹木）のつくり 

樹木の幹や根には、表皮近くに維管束形成層と

いう部分があり、そこで盛んに細胞分裂を行っ

ています。 

維管束形成層を挟むかたちで、外側には師部

（養分の通路）、内側には木部（水分の通路であ

り、体を支持する）があり、これらを合わせて

維管束といいます。 

維管束形成層は外側に向かって環状に成長し、

その成長するスピードの差（春は盛んで、夏か

ら秋にはゆるやか）によって生じる模様が年輪

です。 

このように春から夏にかけ成長する樹木の中で

も、表皮の厚いスギは今の時期、水分を多く含

み、皮がはがれやすい状態になっています。 

手摺の中ほどの高さに転落防止のため、細いスギ

丸太を取付けました。 

野辺の草花 

活動場所へ向かう

途中、明るい草む

らでも、色鮮やか

な夏の植物を見る

ことができます。 

 

ノアザミ ヘビイチゴの実 ウツボグサ 

セカンドデッキづくり 

セカンドデッキづくりで

は、狭い足場上での作業が

多くなります。 

一度に作業できる人数が

限られるため、手分けを

し、床板用の板引きや大引

き、根太に使う丸太の皮む

きなど材料の準備を並行

して進めています。 

メインの階段は、手摺の格子づくりと１段目の補

修を行いました。 

はがれやすくなったスギの皮をむく様子 
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